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はじめに
　近年のチェコの変容は著しい。
　2000年頃までは、街並みや制度、人々の表情に旧社会主義の面影が残っていたものである。
かつてはひっそりとして足音が響いた石畳の小道には、せわしく自動車が行きかうようになっ
た。石畳の両脇は、もはや歴史を漂わせる思想のスペースではなく、効率を重視した有料パー
キングとなった。公共スペースには、近代的なショッピングセンターが登場した。笑顔と無縁
だった店員は、愛嬌と笑顔を惜しみなく振りまいている。地下鉄に流れるアナウンスは非常に
明るく、チェコ語の発音までもが変わってしまったようである。
　古めかしいが、チェコの歴史を語る店子は姿を消し、代わって観光客のための近代的なホテ
ルが軒を並べている。大衆社交場ピブニツェは、レストランへ。チェコの伝統を消し去ること
がEU化なのだろうか、と疑問をもたないでもない。
　何はともあれ、1989年に資本主義経済に移行してから2004年EU加盟に至るまでのわずか15
年でこの変わりようは、他に例を見ないであろう。
　チェコ高等教育も、まさに激動の時代であった。
　本稿においては、社会主義期からのチェコ高等教育の急速な変容を大学の国際化という観点
で分析しようと試みる。国際化の諸相の中でも、留学生受け入れに焦点化する。留学生層の変
化、留学生受け入れ大学、専門、課程の変化を分析することを通し、チェコをとり巻く国際社
会の変容と高等教育の国際性を明らかにすることができると考えるからである。そこで、社会
主義期の40年（1949−1989年）、市民革命後の10年（1989−1999年）、更なる10年（1999−2009
年）の３時代に区分して、国際社会と高等教育変容の過程を明らかにする。次の時代への移行
期における転換の方向性と方法を析出することがこの論文の大きな目的であるが、市民革命後
の可視的な高等教育に対比させて、社会主義期のチェコスロバキア高等教育をとり巻く国際社
会、留学生の移動を明らかにすることも目的の一つとしている。なぜなら、社会主義期の大学
間交流、留学生の移動は、未だに明らかにされていない部分が多いからである。
　本論に入る前に、チェコ大学の種類について述べる。
　現在のチェコ大学は、その設立時期に基づいて類別することが可能である。第１に、社会主
義以前に設立された大学である。それらは、歴史ある大規模な大学であり、大学数は多くはな
い。1348年設立のカレル大学、1707年設立のチェコ工科大学等である。なお、カレル大学は、
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神・法・医・哲学部を原型とする総合大学であるが、社会主義期に学部数が増大し、現在では
14学部、学生数５万人を抱えるマンモス大学となっている。
　第２に、社会主義期に設立された専門大学（技術大学と農業大学）である。それ以前設立の
大学は、プラハやブルノ等の大都市に立地しているのに対し、社会主義期の専門大学は、産業
基盤となる地方都市に設立された。カレル大学、チェコ工科大学に比すると規模は小さい。市
民革命後、専門大学は、既存の学部に新しい学部を増設し、総合大学へと昇格した。したがっ
て、現在では専門大学という呼称は存在しない。
　第３は、私立大学である。チェコ高等教育には、元来私立大学が存在していなかったが、
1998年高等教育法に基づき私立大学設置が認可された。現在に至るまで私立大学は続々と設立
されている。公立大学は近年では新設されることがないので、私立大学が高等教育拡大に貢献
している。しかし、私立大学は、公立大学と比較して非常に小規模な大学である。
　すなわち、現在のチェコ高等教育には、公立（総合）大学と私立大学という大きな枠組みを
当てはめることができる。
　なお、チェコは、1992年にスロバキア共和国と分離したので、第１節「社会主義期のチェコ
スロバキア高等教育をめぐる国際社会と留学生（1949−1989年）」では、分離独立以前の国名
である「チェコスロバキア」を、第２節「市民革命後のチェコ高等教育をめぐる国際社会と留
学生（1989−1999年）」以降は、「チェコ」を使用する。
１　社会主義期のチェコスロバキア高等教育をめぐる国際社会と留学生（1949−1989年）
（１）社会主義期チェコスロバキアの国際政治的背景と高等教育改革
　1948年に共産党がチェコスロバキア第一党になると、チェコスロバキアを解放に導いたソ連
をモデルとして、社会・経済の再建が行われた。高等教育の分野においては、大学の組織・運
営のみならず、教育・研究、学生生活すべてに社会主義思想が反映された。チェコスロバキア
にはカレル大学等、その設立を中世にまでさかのぼる総合大学が存在していたが、このような
大学は、元来少数の中産階級を対象としたリベラル・アーツ的教育を行う機関であった。共産
党は、大学を労働者や農民を対象とした生産活動に結びつく教育を行う機関へと改革しようと
した。神・法・医・哲の中世型学部構成からなる大学では社会主義思想を具現化することがで
きないため、新しいタイプの大学を続々と登場させた。それが、ソ連型の専門大学（技術大学、
農業大学）である。専門大学は、それまで大学がなかった地方の産業都市、農業基盤に創設さ
れたので、1960年代までには、チェコスロバキア各地に大学が分布するようになった。社会主
義以前の技術大学と言えば、チェコ工科大学等５校のみであったが、1950年代初頭には14校に
まで増加した１）。社会主義高等教育改革による専門大学の重点的拡充政策は、結果的に大学就
学者数の増加、とりわけ、労働者階級、農民出身者層の増加を導いた。
（２）社会主義期の東欧高等教育圏
　まずは、社会主義期のチェコスロバキア高等教育をとり巻く国際社会を明らかにする。
　高等教育の国際的広がりは、政治的国際関係を背景としており、東欧社会主義圏が主たる舞
台であった。1950年から1991年まで発行されていた学術誌『高等教育』（Vysoká škola）２）をひ
もとくと、当時の高等教育国際地図を描くことができる。例えば、「外国の高等教育より」と
いうシリーズで頻繁に紹介されている国を、1960年から1969年に焦点をあてて見てみると、ソ
連が最多の17回であり、以下、東ドイツ16回、ポーランド８回と続いている。「外国の高等教
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育関係学術誌」紹介では、ソ連の『高等教育』（Vĕstník vysšej školy）が36回で最多である。東
ドイツの『高等教育』（Das Hochshulwesen）、ハンガリーの『高等教育』（Felsöoktatási szenle）
がそれぞれ34回、そしてポーランドの『高等教育前線』（Życie szkoły wyższej）の30回と続く。ルー
マニア、ブルガリア、ユーゴスラビア等の雑誌名も登場するが、これほどの頻度ではない。チェ
コスロバキア高等教育へは、隣接する東ドイツ、ポーランド、そして特に社会主義宗主国ソ連
のインパクトが強いことがわかる。これらの国々には歴史ある大学が存在するという共通点も
ある。
　旧東欧社会主義圏におけるチェコスロバキア高等教育の国際交流には、二つの要素が含まれ
ていた。第一に、戦後混乱期におけるモデル移植を目的とするソ連との交流、第二に、学術会
議、研究推進を目的とする東欧各国との交流である。
　戦後、チェコスロバキア大学の再建には、モデルが必要であった３）。戦前のチェコスロバキ
ア大学は、チェコ大学、スロバキア大学とドイツ大学に分割されていた。支配者層のためのド
イツ大学と比して、チェコ大学、スロバキア大学はハード面も非常に乏しく虐げられた状況が
続いていた。ナチス・ドイツからチェコスロバキアを解放したソ連が、社会・経済のみならず
高等教育再建においてもモデルとなったのは必然的であったと言えよう。
　1949年、チェコスロバキアの若手研究者がソ連の高等教育機関に派遣された。彼らは、1952
年には一斉に帰国したのであるが４）、その年には、チェコスロバキア科学アカデミーやいくつ
かの技術大学が設立されている。新組織には、ソ連で学んだ若手研究者が多く派遣され、彼ら
を通して、再生チェコスロバキア大学にソ連モデルが移植された。又、新設専門大学には、ソ
連から専門家や視察団が派遣され、組織的方向性に影響を及ぼした５）。チェコスロバキアに対
するソ連の関係性は、再建モデルとしての位置付けにあった。
　一方で、学術交流の面では、東欧各国との多様な交流が展開された。まずは、チェコスロバ
キア科学アカデミーにおける外国人会員数の変動から、交流の広がりを検討してみる。チェコ
スロバキア科学アカデミーが始めて外国人会員を受け入れた1957年はソ連からの研究者のみ５
人であったが、1965年には外国人会員数は29人に達した。内訳は、ソ連研究者10人、ポーラン
ド４人、東ドイツ、ブルガリア、ハンガリー、ルーマニアが各２人である６）。科学アカデミー
国際会議の開催は、東ヨーロッパ各都市のもち回りで、1962年のワルシャワを皮切りに、ベル
リン（1963年）、ソフィア（1964年）と続いた７）。また、東欧各国は研究分業体制を確立して
東欧内での交流を促進していた。チェコスロバキアは分子化学の分野で主導的立場にあり、研
究会やシンポジウムを数多く主催した８）。ソ連は、物理学分野における主導的位置付けにあり、
ソ連へはチェコスロバキアからも多くの研究者が派遣された。1965年には、原子物理学の実験・
理論研究を行う共同核開発機構（ドゥブノ）に171人が派遣されている９）。ソ連は各国から集まっ
た研究者の中から優秀な研究に対して「レーニン賞」を与える等、研究への動機付けを高めて
いた。学術交流においても、東欧各国はピア関係にあるのに対して、ソ連は中心であった。
（３）チェコスロバキア大学の留学生受け入れの特質
　チェコスロバキア大学への留学生も、上述した東欧社会主義国からの学生が大半を占めてい
た。当時のチェコスロバキア大学への留学生受け入れ状況を、短期留学、および正規課程（長
期）留学の２点において分析してみる。
①　短期留学生受け入れ
　東欧各国大学間の課程内交換留学としての短期留学生である。特に、技術・農業分野におい
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ては、専門課程に入ると東欧の学生は提携校において一定期間の教育を受けた。チェコスロバ
キア技術大学の場合、提携校はソ連の大学に多かった。例えば、ブルノの技術大学は、キエ
フ・ポリテクニク、モスクワ建築工学インスチチュート等7校のソ連技術大学が提携校であっ
た10）。ソ連以外との提携校をもつ大学の例には、パルドビツェ化学技術大学がある11）。東ドイ
ツのマクデブルク大学、マクデブルク化学技術大学、ハンガリーのベシュプレム技術大学、
ポーランドのウッヅ技術大学、ソ連のタシケント技術大学、バク技術大学が提携校となってい
た12）。
　カレル大学、ポーランドのヤゲロン大学（1348年創設）のような歴史ある大規模総合大学よ
りも、技術・農業大学間での交流が多かったという点が、社会主義期の特色の一つである。そ
れは、社会主義高等教育政策が、高い技能を備えた労働者・農民の育成を目指しており、技術・
農業分野が重点対象であったからである。社会主義期の専門大学は、地元産業界との連携を深
めながら、企業や農村での生産実習13）をカリキュラムにとり入れていた。留学生もチェコス
ロバキア学生とともに企業、工場、農村における生産実習に参加した。課程内交換留学は、東
欧社会主義の技術力の標準化、労働者階級の結束強化をもねらっていたと考えられる。
②　正規課程への留学生受け入れ
　まずは、表１を通して、正規課程への留学生受け入れ状況を見てみる。1957／58年度14）か
ら1967／68年度にかけて受入数が増加していることがわかるが、ここでは、特に大学間の差異
に着目してみることとする。短期留学の場合と同様に、市民革命後の1998／99年度と比較して、
総合大学への留学生よりも技術・農業大学への留学生が多いのが特徴的である。これも、短期
留学の場合と同様の理由による。技術・農業大学が社会主義高等教育政策の重点分野であった
からである。
　正規課程への受け入れの場合、短期留学と異なっているのは、技術大学の中でも、チェコに
おいて最も規模が大きく歴史もあるチェコ工科大学への留学生が多いという点である。専攻に
着目すると、電子工学、機械工学への留学生がそれぞれ524人中213人、199人と多数を占めて
いる。また、総合大学の中で最大の規模を誇るカレル大学では、医学部への留学生が最も多く、
全留学生432人中、医学部への留学生は198人と半数近くを占めていた。総じて、技術系の機械
工学、電子工学、土木工学、一般医学、小児医学分野に正規課程への留学生が多かった15）。
　出身国別で見ると、ブルガリア、アルメニア、ポーランドからの学生が多く、ソ連からの学
生は少なかった16）。正規課程への留学生には、東欧社会主義国の中でも高等教育の立ち遅れて
いる国からの学生が多いという傾向が見られた。
　表１の1967／68年度で留学生数が最も多い11月17日大学（1961年設立）は、留学生受け入れ
専門の大学であった。11月17日大学の「11月17日」というのは、1939年の11月17日をさす。こ
の日、ナチスはチェコスロバキアの全大学を閉鎖し、抵抗したチェコスロバキア学生を処刑し
たり、強制収容所に連行したりした。「11月17日」は、チェコスロバキア学生の英雄的行為を
称えて名付けられたのである。この大学では、アフリカ人学生が多数を占めていた。留学生が、
帰国後自国の発展のために活かすことができるような知識を修得させることを目指し、教授言
語には、チェコ語ではなく、英語、フランス語を用いていた17）。1970／1971年度学位論文提出
状況を参考にして、留学生の出身国および教育研究内容を見てみる。出身国は、ナイジェリア
（３人）、スーダン（２人）、トーゴ、チュニジア、シリア、コンゴ、コロンビア、キプロス、
インド、アルジェリア、ルワンダであった。文化・経済に関するテーマの研究が、英語あるい
はフランス語で提出されていたようである。例えば、シリア人留学生の論文は「シリアとチェ
– 169 –
チェコ高等教育の国際化　1949−2009　留学生受け入れの軌跡から
コスロバキア間の経済関係の発展」、ルワンダ人留学生の論文は、「アフリカの解放運動の発展
と展望」であった18）。
　大学名である「11月17日」が民族の抵抗、経済的搾取への抵抗を示していることから見てと
れるように、アフリカからの留学生を社会主義チェコスロバキアに受け入れて、彼らに高い資
質を身に付けさせることには、途上国を資本主義の搾取から解放するという意図が含まれてい
た。
（４）留学生受け入れに見るチェコスロバキア大学の国際性
　社会主義期の留学生受け入れについてまとめると、主として３つの側面がある。
　第１に、技術・農業大学の課程内交換による短期留学部門である。ソ連、東ドイツ、ポーラ
ンド等、高等教育の歴史ある国々との間で成立していた。「交換」では、受け入れと同時にチェ
コスロバキア学生を提携校に送り出すため、教育が充実している国を選択したものと考えられ
る。　
　第２に、正規課程への留学生である。こちらも、技術大学への留学生が多かったが、短期留
学部門と異なっているのは、ソ連や東ドイツの学生よりも、ブルガリア、アルメニア等比較的
高等教育の立ち遅れている国からの学生が多かった点である。
　第３に、発展途上国からの正規課程留学生受け入れである。11月17日大学という留学生受け
入れ大学が主たる入り口であり、対資本主義を象徴する役割を果たしていた。
　チェコスロバキア大学への留学生は、東欧社会主義圏の結束に貢献していたと言えよう。
２　市民革命後のチェコ高等教育をめぐる国際社会と留学生（1989−1999年）
（１）市民革命後の国際政治的背景と高等教育改革
　1989年市民革命を契機として、チェコスロバキアの社会主義は崩壊した。チェコ及びスロバ
キアの社会・経済は資本主義を志向するようになる。同時に、閉鎖的な東欧社会主義圏も崩壊
し、新しい国際社会としてのヨーロッパが登場することになる。高等教育は、ヨーロッパ化、
表１　留学生数の変化（正規課程）
出典：Státní úřad statistický republiky Československé, Statistická ročenka republiky Československé 1958, Orbis, Praha, 
ss.357-360 （1958） .Státní Statistický úřad, Statistická Ročenka Československé socialistické republiky 1968, SNTL, Praha, 
ss.491-494 （1968）. Český statistický úřad, Statistická ročenka České republiky 1999, Scientia, Praha, s.565 （1999）.より作成。
注：「その他」には教員養成大学、芸術大学、経済大学が含まれる。
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資本主義化という新しい課題に直面した。
　チェコ高等教育はその課題にとり組む上で、社会主義期の専門大学を総合大学へと昇格させ
ることで対応した。技術大学、農業大学の既存学部をコアとして、経済学、経営学、法学、福
祉学等の新しい学部を設置し、総合大学へ昇格させるという方法である。技術大学、農業大学
時代の学部は、地元産業と密接な関係をもつ分野であったため、既存学部を中心とした大学の
再建は、地域の資本主義化に対応する大学作りに直結することになった。そのために、新しい
総合大学は「地域大学」とも呼ばれている。
　1990年から1995年にかけて、チェコ全土の学部数はまさに70学部から110学部へと急増した19）。
（２）新時代の高等教育圏への予感
　チェコ大学は、新しい国際社会に位置付くことにより、新しいモデルを発掘し、新時代に適
応した高等教育をスタートさせる必要性に直面した。チェコ大学再建の新しいモデルとなった
のは、ドイツやオランダの専門大学、オーストラリアの大学運営、アメリカの学位構造等であっ
た20）。1991年には、EUのテンプス（TEMPUS）・プログラムを通じてチェコからヨーロッパ
諸国に多くの教員が派遣された21）。彼らを通して、チェコ高等教育にはヨーロッパ高等教育の
様々な要素がとり入れられた。チェコ高等教育再編への助成を与えたのは、ドイツ、イギリス、
フランス、オーストラリア、イタリアであった。また、OECDやユネスコ、EUも助言団体となっ
た22）。
　社会主義期には、国際交流の中心は技術・農業大学であったが、新しいヨーロッパ国際社会
の中では、知名度のある総合大学、特にカレル大学が再浮上した。カレル大学は、1990年代には、
45ヶ国173校の大学と教員・学生交流のための提携を結んだ。提携校はヨーロッパの大学が半
数を占めており、27カ国108校であった。国別で見てみると、ドイツ25校、フランス22校、イ
タリア９校、スペイン９校である。ヨーロッパ以外では、アメリカが最も多く19校となった23）。
　又、旧技術大学の市民革命後の変化を見てみよう。旧パルドビツェ化学技術大学は、市民革
命後、総合大学に昇格し、パルドビツェ大学となった。ヨーロッパ各国大学との提携校は、16
カ国57校にのぼった。多い順にドイツ18校、ポーランド６校、オランダ５校であり、アメリカ
１校、エジプト１校も含まれる24）。
　市民革命後の10年間には、高等教育の資本主義化、さらにはヨーロッパを主たるステージと
して教員、研究者、学生が交流する基盤を整備することを通し、チェコ高等教育の国際社会は
大きく広がった。
（３）市民革命後チェコ大学の留学生受け入れの特質
　チェコ高等教育の交流基盤の変化に伴い、留学生受け入れの状況も変化した。
　ヨーロッパ各国において、すでに学生フローの中心となっていたエラスムス（ERSMUS）・
プログラム（ヨーロッパ大学間の交換留学プログラム）を定着させることがチェコにおける留
学生受け入れ政策の最初の課題となった。チェコ全土の大学はエラスムス・プラグラムの要と
なるECTS（European Credit Transfer System: ヨーロッパ単位互換制度）を導入し始めた。
しかしながら、ECTSは、ヨーロッパ留学生の間で知名度があるカレル大学等の都市部大規模
大学から導入され始め、留学生の分布には偏りが生じることになった。
　エラスムス・プログラムと平行して注目すべき動向は、正規留学のため、あるいはチェコ語
を学ぶ目的で大学の開講するチェコ語学校へ通う学生が増加したことである。チェコ語学校は
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大学寮などを活用して展開し、高額の授業料を学生に課すことで大学の貴重な収入源ともなっ
ている。ヨーロッパ各国からの学生は言うまでもなく、11月17日大学からの名残でアフリカの
学生、そして新たにアジア各国（ベトナム、中国等）からの学生も増加している。
　一方で、チェコ大学の正規課程への留学生には、スラブ言語圏からの学生が依然として多い。
正規課程では、高いチェコ語運用能力が求められるため、チェコ語に近い言語圏外からの学生
は非常な困難を伴う。チェコとスロバキアの分離独立後は、高等教育キャパシティの小さいス
ロバキアからの留学生が大きな割合を占めている。留学生の志向する大学は、表1からわかる
ように、社会主義期とは異なり、伝統的な総合大学、主としてカレル大学である。
　総じて、市民革命後は、短期留学生、正規課程への留学生双方において、カレル大学を始め
とする有名総合大学に集中する傾向が見られた。社会主義期に設立された大学は、ヨーロッパ
留学生の間で知名度が低いこと、またECTSが整備されていないことなどが、偏りの原因となっ
た。
（４）伝統的な総合大学及び新総合大学における留学生受入れのとり組み
　次には、チェコ高等教育国際化の要となったエラスムス・プログラムに向けて、各大学が着
手した改革や留学生への対応について見てみることとする。
①　伝統的な総合大学の場合
　最初に、留学生が最も多いカレル大学の状況に着目する。カレル大学には14の学部があるが、
エラスムス・プログラムに積極的にとり組んでいる学部は、実際には少ない。エラスムス・プ
ログラムの留学生が集まるのは、哲学部、法学部、社会科学部の文科系３学部である。その中
で、最も受入れ数が多いのは、哲学部である。しかしながら、大学での教授言語はチェコ語で
あり、留学生にとって比較的容易な英語を教授言語としている授業がほとんどない。短期留学
生といえども、チェコ語を使いこなさなければ、単位取得は不可能である。そこで、哲学部で
は「東欧・中欧スタディーズ」という留学生のための課程を設けて英語による授業を行い、エ
ラスムス・プログラムの留学生が「少なくとも」単位をとって帰国できるような措置をとった。
カレル大学はチェコ国内において最大の留学生数を抱えているが、カリキュラムやプログラム
の工夫という点では模索状態にある25）。
②　新総合大学の場合
　次に、社会主義専門大学を母体とする新総合大学を見てみる。留学生数は多くはないのであ
るが、これらの新総合大学には、産業基盤となる都市に設置されているという背景、社会主義
に確立した産業界との連携性というオリジナリティを活かし留学生をひきつける独自のプログ
ラムを生み出そうとする試みが見られる。社会主義の産物を新時代に適したものへと発展させ、
ヨーロッパ学生の多様な需要に応える魅力を創出しているのである。
　例えば、パルドビツェ大学（旧化学技術大学）は、ヨーロッパ化に向けて全課程にエラスムス・
プログラム留学生受け入れ枠を設けた。化学技術専攻は、社会主義期の設立当初からの歴史あ
る専攻であるが、学士課程においては、すべての授業を英語で行うという試みを導入した26）。
　旧チェスケーブデョビツェ教員養成大学は、市民革命後、チェコ工科大学農学部チェスケー
ブデョビツェ学舎を合併し、新しい学部を設けて総合大学に昇格し、現在は南ボヘミア大学と
なった。養殖業の盛んな南ボヘミアの特質を反映させて、大学の地域化にとり組んでいる。一
方で、1998年に設立された経済倫理・地域開発研究所は南ボヘミア大学の国際研究の拠点とな
り、フランスをパートナーとして共同研究を展開している27）。この大学の経済学部では、フラ
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ンス語による授業も導入されている。社会主義に起源をもつ大学が、ヨーロッパにおけるオリ
ジナリティへと姿を変えることができた例である。
　カレル大学のような大規模大学は、フレキシブルに新時代に対応することが難しいこともあ
るが、一方で、地域の新総合大学は、独自の改革に着手しやすい傾向にある。カレル大学を中
心としてヨーロッパ留学生受け入れに対応しながらも、チェコ全土において留学生受け入れを
模索する状況を垣間見ることができるのが、市民革命後の10年であった。
（５）留学生受け入れに見るチェコ大学の国際性
　市民革命後のチェコ大学の留学生受け入れをまとめると３つの側面がある。
　第１に、スラブ言語圏からの正規課程留学生である。チェコは東欧の中で大学の歴史ある国
の一つであるため、高等教育の比較的立ち遅れているスラブ言語圏からの学生が集まる傾向に
ある。特に、スロバキアの分離独立後は、スロバキア人学生が留学生としてカレル大学等に就
学するようになった。
　第２に、大学の開講するチェコ語学校へ通う留学生層である。この層は、ヨーロッパ、アジ
ア等幅広い国からの留学生を集めており、正規留学へと継続するステップともなっている。
　第３に、エラスムス・プログラムに基づくヨーロッパからの留学生層である。各大学は、エ
ラスムス・プログラムの要となるECTSを導入し始めたが、留学生の充実した学びを提供する
までには程遠く、模索状態にあったといえる。しかしながら、ヨーロッパの大学として立ち直
るために様々な試みを行っている大学も見られる。特に、社会主義に起源をもつ新総合大学（旧
専門大学）では、小規模大学ゆえにフレキシブルな改革ができるという特色を活かし、留学生
をひきつける魅力あるプログラムを開発する傾向が見られた。これらの大学では、留学生受け
入れ数こそ多くはないが、新しい国際社会の中で、「チェコ大学＝カレル大学」という西ヨーロッ
パのステレオタイプを解体する役割を担い、チェコ高等教育のヨーロッパ化にむけて要となる
ことが予想される。
３　EU化時代のチェコ高等教育をめぐる国際社会と留学生（1999−2009年）
（１）「ボローニャ宣言」の国際政治的背景と高等教育改革
　市民革命後のチェコが、資本主義化、ヨーロッパ化に対応している間のヨーロッパの動向は、
次の10年間のチェコ高等教育の方向性を決定することになった。そこで、まずはヨーロッパの
動向を簡潔に示すこととする。
　1998年にフランス、ドイツ、イギリス、イタリアは「ソルボンヌ宣言」に署名し、各国共通
の段階を設けた教育課程の発足を発表した。1999年には、30カ国による「ボローニャ宣言」が
発表された。その後、2001年「プラハ・コミュニケ」、2003年ベルリン会議でも共通の教育段
階発足への共通認識が確認された28）。「共通の段階」とは、資格取得国以外のすべてのＥＵ諸
国で大卒職種に就くことができるとみなされる段階で、それを３年間の学士課程と定めた。こ
れにより、修学年限の相違によるEU各国の学生フローの障壁がなくなる。学士課程を普及さ
せることで、2012年までには「ヨーロッパ高等教育圏」を築き上げようという認識にまで高め
られた29）。
　チェコは、1999年ボローニャ宣言に調印した30カ国のうちの一つであり、「共通の段階」設
置へと早急に動き始めた。しかしながら、チェコの大学は通常５年間の課程であり、大学卒業
資格は、文科系ではマジストル（magistr）の学位、理工系ではインジェニール（inženír）で
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ある。そこで、チェコは600年以上もの伝統――すなわち「大学＝公立」を破り、学士（バカラー
シュ、bakalář）課程をもつ私立大学設置を決意する。まずは、1998年に高等教育法を制定し、
私立大学と学士課程設置認可に関する規定を設けた。私立大学は３年間の学士課程からなる非
大学型高等教育機関とされた。さらに、私立大学のみならず、公立大学にも学士課程設置を義
務付けた。
　私立大学は、1999年より設置認可が始まり、2006年には43校にまで上った（同年の公立大学
数は26校）。しかし、私立大学は、公立大学に比してかなり小規模である。2003／2004年度で
は、公立大学学生総数256,408人に対し、私立大学学生総数は31,286人であることから、いかに
小規模であるのかがわかる30）。私立大学は、既存の建物の内装を改装して、フロア４階分で発
足しているようなタウン型の大学である場合が多い。また、私立大学は、当初から多様な学生
層をターゲットとし、ヨーロッパ学生の多様な需要に応えること、すなわち、チェコのEU化
に対応することを念頭において発足し、非常にユニークな専攻やプログラムを提供している。
「観光業・ホテル・温泉経営カレッジ」や「シュコダ・オート・カレッジ」など、大学名から
もそのユニークさを窺い知ることができる。学生数においてこそ私立大学は公立大学には及ば
ないにしても、需要に敏感に応える大学であるという点でチェコ高等教育にインパクトを与え
ている。
（２）ヨーロッパ高等教育圏とチェコ大学の留学生受け入れの特質
　ヨーロッパ高等教育圏構想では、ヨーロッパ共通の学士課程を普及させ、学生の国際フロー
を促進すること、すなわち正規課程への留学生数を伸ばし、高等教育機関そのものをヨーロッ
パ化すことがねらいとなる。表２では、チェコ大学正規課程への留学生受け入れ状況を示して
いる。公立大学は学部毎に、私立大学は大学毎に留学生の割合を出し、上位10校（学部）を示
した。対象となった公立大学は、24大学119学部、私立大学は28大学である。留学生受け入れ
の割合は、公立大学全体で5.0パーセント、私立大学全体で12.4パーセントである。
　上位に私立大学が入っていること、公立大学では伝統的（有名な）大学の医学部があがって
いることが目に付く。ただし、私立大学は規模が小さいので、留学生数は劇的に多いわけでは
ない。例えば、カレル大学第１医学部（５位）の留学生は、1,036人であり、プラハ・ニューヨー
ク大学（２位）の留学生は176人である。
　まずは、上位を占める私立大学について見てみる。１位の私立大学は、スイスの大学のチェ
表２　正規課程への留学生の割合（2003／2004年度）
出典：Center for higher education studies, Higher education in the Czech Republic  Guide for international students, 
Prague,pp.39-45 （2005）より作成。
注： 網かけ は公立大学、それ以外は私立大学。
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コ校であるので特殊な例として除外し、２位のプラハ・ニューヨーク大学を見てみると、留学
生は60カ国以上から集まっている。２位から６位までの私立大学の専門分野は、経営、金融、
観光、ホテル業、いわゆる「ビジネス」の分野である。さらに、この上位私立大学に共通して
いるのは、首都プラハの中心地に立地しているという点である。
　一方、公立大学において医学部への留学生が多いのは、社会主義時代からの引き続きの傾向
であると思われる。公立大学のうち、カレル大学と医学部を除いて最も留学生の割合が高いの
は、リベレツ工科大学の繊維工学部（13位）である。リベレツは、繊維業で有名な都市であり、
この学部は、社会主義期に技術大学の学部として設立されて以来、中心的位置付けにある。こ
の学部も又、社会主義に起源をもつ専門性をオリジナリティとして、留学生を集めている一例
と言える。
（３）私立大学における留学生受入れのとり組み
　私立大学が、設置の「意図通り」に留学生を集めている理由を明らかにする。
　私立大学は、多様な専門を提供し、ヨーロッパ留学生の多様な需要に応えることのできる大
学である。特殊な専門性にまで特化した授業やカリキュラムを多く設けているので、キャリア
を意識する学生を魅了する大学であると言える。さらに、ほとんどの私立大学が、エラスムス・
プログラムを導入して交換留学の機会を頻繁に設けており、国際的ビジネス人養成に重点を置
いている。又、すべての私立大学が授与する卒業資格学士は、ヨーロッパ全土において仕事に
就くための共通資格として認識される。
　しかしながら、私立大学が公立大学と一線を画しているのは、私立大学には留学生にとって
アプローチしやすいさらなる特色があるからである。
　第１に、入学方法が簡素であるという点である。英語による入学願書の作成、大学の要求す
るTOEFLスコアを満たしていること、あるいはスコアのない場合は大学実施の英語運用試験
に合格すること、高等学校の卒業証明書、志望動機に関するレポートやインタビューが、多く
の私立大学が採用している入学のための条件である。新学期が始まるのは９月中旬であるが、
８月であっても、随時受付をしてもらえる31）。
　第２に、英語が教授言語となっている大学が多いという点である。加えて、教員の構成も多
様である。例えば、アングロ・アメリカン・カレッジでは、アメリカ、イギリス、スペイン、
カナダ、ハンガリー、ドイツ、ペルー等、教員の出身国は非常に多様である。
　第３に、外国の大学への継続等、高次の教育への機会を多く設けているため、様々な学生
の需要に応えることができるという点である。例えば、アングロ・アメリカン・カレッジで
は、法学専攻においてイギリスのウェールズ大学の学位を取得することもできる。又、４年制
の学士課程を修了した場合は、アメリカのMBA課程に継続することもできる。学士課程４年
目でアメリカのセントラル・ミシガン大学へ移籍し、BSBA（Bachelor of Science in Business 
Administration）を取得できるという選択肢もある32）。
　第４に、課程内にインターンシップの機会を多く設け、キャリアに結びついたプログラムを
展開し、よりよいキャリアを求めるヨーロッパ学生の需要に応えているという点である。例え
ば、国際関係・公共関係大学では、チェコ政府、省庁、議会の事務局や、プラハ市議会等での
インターンシップ、さらにはIMFや世界銀行、NATOサミット、アイスホッケー世界協議会
等の事務局でのインターンシップも行っている33）。
　このように、私立大学は、ヨーロッパからの留学生をひきつける魅力の提供という点で公立
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大学よりも際立っていると考えられる。
（４）留学生受け入れに見るチェコ大学の国際性
　ヨーロッパ高等教育圏以降のチェコ大学への留学生についてまとめる。
　まず、正規課程への留学生には、カレル大学等へのスラブ言語圏からの留学生のみならず、
新興私立大学の学士課程への留学生が増加している。私立大学は小規模であるが故に、留学生
数の劇的な増加とはならないが、ヨーロッパ学生をターゲットとして、真に国際的な需要を満
たす制度やカリキュラムを設けているという点で、チェコ及びヨーロッパ高等教育圏の中で大
きなインパクトとなる可能性をもっている。
　そして、エラスムス・プログラムによる単位互換を前提とした短期留学部門も充実し始めて
いる。カレル大学、新総合大学、さらに私立大学が加わることによって、多様な専門分野での
留学生受入れが可能となったからである。
　私立大学は、設立当初から国際化（ヨーロッパ化）を目的として発足したために、留学生受
入れのプログラム、留学生を考慮したカリキュラム等、斬新さが際立っている。最近では、チェ
コ国内でも、公立大学と私立大学との比較（特にキャリアとの連関において）が人々の話題に
上る34）。私立大学のあり方は、今後のチェコ高等教育に大きな影響を及ぼす可能性もはらんで
いる。
おわりに
　社会主義から市民革命、そしてヨーロッパ高等教育圏構想に至るまでのまさに60年間に関し
て、留学生受け入れをキーワードにチェコ大学国際化の諸相を分析してきた。
　社会主義期の大学は、決して国際社会に閉ざされていたのではない。チェコには大学の伝統
があるという理由で、東欧各国からの留学生が、そして、社会主義政策の一環として途上国か
らの留学生が訪れていた。
　さらに現在では、社会主義期に設立された専門大学がオリジナリティを創出し、ヨーロッパ
化に対応している。社会主義期から現在までの60年間は市民革命によって断絶しているわけで
はない。この事実が見過ごされてきたのは、人々が社会主義期を忘れようとしているからであ
る。社会主義をチェコ発展の汚点として片付けてしまうのである。
　さて、チェコ高等教育をとり巻く国際社会は、東欧社会主義圏からＥＵへと拡大した。チェ
コ高等教育は、市民革命後の10年で制度や組織というハード面を充実させ、次には、プログラ
ムやカリキュラムの充実というソフト面での問題に直面している。巨大化した公立大学では、
「需要」を満たすための画期的な変革になかなか着手できないために、私立大学の設立によっ
てこの問題に対処しているのが、現在の状況である。
　私立大学は、正規学生として各国の学生を受け入れる国際的、多文化的な大学となりつつあ
る。私立大学こそが、ヨーロッパ高等教育圏に位置付く大学の姿なのかもしれない。私立大学
は当初、学士課程を提供する高等教育機関として認可されたのであるが、現在では修士課程の
設置も認可され始めている。それは、チェコ国内において伝統の範囲外から生まれた私立大学
に対する批判が存在するからである。私立大学が、チェコ国内における位置付けを高め、ヨー
ロッパにおいて脚光を浴びるようになると、チェコ高等教育全体にも新たな動きが生じるであ
ろう。中世、社会主義、そしてEUというそれぞれの時代から生まれた要素が今後どのように
融合していくのか、チェコ高等教育の今後にはさらなる発展を期待することができる。
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Abstract
　From 1949 to 2009, internationalization of the Czech universities from 1949 to 2009 
was considered through the system of the acceptance and the curriculum for the foreign 
students.
　In the time of socialism, the ties among the socialist countries were strengthened by the 
foreign students. The students via the inter-curriculum exchanges between the technical 
and the agricultural colleges came from the East European socialist countries and the Soviet 
Union. The students enrolled in the regular courses came from the outskirts of the East 
European countries for want of better educational opportunities. The acceptance of the 
students from Africa meant the contest toward the capitalism. 
　After the velvet revolution, the long-term students also come from the Slavic countries, 
for want of better educational opportunities just as in the socialist era. Now students 
from Europe, Africa and Asia enrolled in the Czech language courses and the short-term 
students by the ERASMUS program are newly appeared. The foreign students tended to 
prefer concentrate on the famous universities such as Charles universities. However the 
universities that originated as the socialist technical colleges have begun to develop decisive 
programs to attract the foreign students making use of their specialty connected with the 
regional industries.
　After the Bologna declaration, and toward the ‘European higher education area’, Czech 
begins to accredit the establishment of the private colleges that provide the bachelor 
courses. The private colleges, with the systems, programs and the curricula that fill the 
variety kinds of demand of the European students contribute to the expansion of the foreign 
students.
　In the process of Europeanization, the Czech higher education will become advanced ones, 
melting together the elements that were given birth to in old Czech, the socialism, the post- 
socialism and European Union.

